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男/63,405人女/63,450人

/n世帯数44,808世帯(+54)’
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困っていることはありませんか

相談室を訪ねてみてください

高
齢
化
社
会
に
つ
い
て
考
え

る
催
し
、
第
狸
回
「
老
い
へ
の

対
応
を
探
る
」
が
、
市
民
プ
ラ

ザ
で
行
わ
れ
ま
す
。

今
回
は
、
「
ｍ
年
後
・
加
年

後
あ
な
た
は
何
歳
？
」
を
テ
ー

マ
に
、
市
民
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の

誹
演
を
は
じ
め
、
映
画
、
ハ
ン

ド
ベ
ル
波
奏
、
太
極
拳
、
手
づ

く
り
の
寸
劇
な
ど
の
催
し
や
、

福
祉
施
設
の
サ
ー
ビ
ス
紹
介
、

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体
の
パ
ネ
ル

展
示
、
各
種
介
謹
用
品
の
展
示

コ
ー
ナ
ー
な
ど
盛
り
だ
く
ざ
ん
。

ま
た
、
ｍ
月
１
日
か
ら
開
設

第
旧
目
老
い
へ
の
対
応
を
探
る
』

・
日
時
佃
月
４
日
（
土
）
午
前
Ⅲ
時
訓
分
か
ら

・
場
所
市
民
ブ
ラ
ザ
（
入
場
無
料
）

す
る
福
祉
総
合
相
談
室
の
紹
介
と

相
談
コ
ー
ナ
ー
も
開
設
し
ま
す
。

介
謹
さ
れ
る
人
も
す
る
人
も
、

生
き
が
い
を
感
じ
な
が
ら
共
存
で

き
る
明
る
い
ま
ち
づ
く
り
を
皆
さ

ん
も
一
緒
に
考
え
て
み
ま
せ
ん
か
。

当
日
は
、
手
話
通
訳
を
用
意
し

て
い
ま
す
の
で
、
お
気
軽
に
ご
来

場
く
だ
さ
い
。

▼
イ
ベ
ン
ト
コ
ー
ナ
ー
協
力
団

体
に
よ
る
手
づ
く
り
の
催
し

（
プ
ロ
グ
ラ
ム
参
照
）

▼
団
体
紹
介
コ
ー
ナ
ー
高
齢
者

福
祉
施
設
や
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
グ
ル

ー
プ
の
活
動
内
容
を
紹
介
し
ま
す
。
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▼
介
護
用
品
。
福
祉
機
器
コ
ー
ナ

ー
病
気
や
ケ
ガ
で
身
体
が
不
自

由
な
時
に
日
常
生
活
を
支
え
る

プログラム卜イベン
｡
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題10:50開会式

11:00映画「よいお年を」

12:25太極拳

12:45寸劇「痴呆性老人が排掴したとき」

13:10合唱「市民の歌」「東京音頭」ほか

13:30健康体操

13:50講演「午後0時からを生きる」

14:10ハンドベル演奏「ふる里」「もみじ」

14:35寸劇『ある街角の出来ごと」

15:00健康体操

15:20講演「私の生きがい」

15:40寸劇“こんな時どうする”

『妻が倒れ救急車を呼ぶの巻」

姻馴
かり！

トー,ー

’

1__1,

ノ機
器
類
を
展
示
し
ま
す
。

▼
相
談
コ
ー
ナ
ー
福
祉
サ
ー

ビ
ス
、
健
康
、
リ
ハ
ビ
リ
な
ど

の
相
験
を
お
受
け
し
ま
す
。

※
翌
５
日
（
日
）
に
同
会
場
で

和
楽
園
に
よ
る
在
宅
介
謹
フ
ェ

ア
ー
が
開
催
さ
れ
ま
す
。

▼
問
い
合
わ
せ
高
齢
者
福
祉

課
霊
（
顕
）
１
１
１
１

福
祉
の
こ
と
で
相
談
し
た
く
て

も
、
ど
の
課
へ
相
談
に
行
け
ば
良

い
の
か
わ
か
ら
な
い
。
相
談
に
行

こ
う
か
ど
う
か
迷
っ
て
い
る
。
そ

ん
な
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
か
。

市
で
は
、
市
民
の
皆
さ
ん
が
気

経
に
相
談
で
き
る
窓
口
と
し
て
、

「
福
祉
総
合
相
談
室
」
を
、
月
１

日
に
開
設
し
ま
す
。

毎
日
の
暮
ら
し
の
中
で
、
市
民

の
皆
さ
ん
の
抱
え
る
問
題
も
複
雑

多
様
化
し
て
い
ま
す
。

相
談
室
で
は
、
福
祉
に
関
す
る

あ
ら
ゆ
る
相
談
を
お
受
け
し
ま
す
。

市
で
は
、
皆
さ
ん
の
福
祉
に
関
す
る
あ
ら
ゆ
る
相
談
に
対

応
し
、
保
健
・
医
療
・
福
祉
サ
ー
ビ
ス
を
効
果
的
に
提
供
す

る
窓
口
と
し
て
、
「
福
祉
総
合
相
談
室
」
を
扣
月
１
日
か
ら

ス
タ
ー
ト
し
ま
す
。
福
祉
に
つ
い
て
お
困
り
の
と
き
は
、
お

気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。
Ⅱ
福
祉
総
合
相
談
室
Ⅱ

が
捌
月
韮
甚
に
ス
蕊
非
邪

福
祉
に
関
す
る
相
談
に
は
、
例

え
ば
、

楽
心
身
が
不
自
由
な
家
族
の
介
謹

の
こ
と
で
悩
ん
で
い
る

冬
心
身
に
障
害
が
あ
る
け
れ
ど
、

ど
う
す
れ
ば
、
ど
ん
な
サ
ー
ビ
ス

を
受
け
ら
れ
る
の

冬
現
在
入
院
中
だ
が
、
退
院
後
の

自
宅
で
の
生
活
に
不
安
が
あ
る

争
事
傭
が
あ
っ
て
経
済
的
に
困
っ

て
い
る

季
母
子
家
庭
で
、
子
ど
も
の
こ
と

や
、
生
活
上
の
こ
と
で
悩
ん
で
い

る孝
子
ど
も
の
問
題
で
悩
ん
で
い
る

最
地
域
で
福
祉
の
お
手
伝
い
を
し

た
い あ

ら
ゆ
る
相
談
っ
て

福
祉
に
関
す
る

相
談
者
の
抱
え
て
い
る
問
題
や

悩
み
を
整
理
し
て
、
問
迦
解
決
の

方
策
を
相
談
者
と
一
緒
に
考
え
、

市
の
関
係
部
署
や
民
間
の
サ
ー
ビ

ス
提
供
機
関
な
ど
と
連
携
し
て
、

問
題
を
解
決
し
て
い
き
ま
す
。

マ
ー
ｒ凶

＃
■
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９
月
型
日
（
日
）
か
ら
知
日
（
火
）

ま
で
の
ｍ
日
間
、
秋
の
全
国
交
通

安
全
運
動
が
実
施
さ
れ
ま
す
。

秋
の
行
楽
・
ン
ｉ
ズ
ン
に
は
、
マ

イ
カ
ー
な
ど
を
利
用
し
て
、
ご
家

相
談
し
て
も
い
い
の

担
当
の
課
に
直
接

身
体
障
害
者
手
帳
や
療
育
手
帳

を
お
持
ち
の
方
、
在
宅
の
福
祉
サ

ー
ビ
ス
や
生
活
保
謹
を
受
け
て
い

る
方
な
ど
、
す
で
に
福
祉
制
度
を

ご
利
用
の
方
は
、
直
接
、
担
当
の

秘
密
は
固
く
守
ら
れ
、
相
談
を

受
け
た
内
容
を
ほ
か
に
お
話
し
す

る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。

相
談
者
の
問
題
を
解
決
す
る
た

め
に
、
ど
う
し
て
も
必
要
な
場
合

で
も
、
必
ず
相
談
者
の
了
承
を
い

た
だ
き
ま
す
。

相
談
の
秘
密
は

守
ら
れ
る
の

な
ど
が
あ
り
ま
す
が
、
ほ
か
に
も

ざ
ま
ざ
ま
な
問
題
や
悩
み
が
考
え

ら
れ
ま
す
。

「
こ
ん
な
こ
と
で
相
談
に
行
く

の
も
」
と
か
、
「
市
の
世
話
に
な

ら
な
く
て
も
」
と
片
づ
け
ず
に
、

ど
ん
な
こ
と
で
も
お
気
峰
に
ご
相

談
く
だ
さ
い
。

◎
重
点
旨
標

・
高
齢
者
の
交
通
事
故
防
止

・
シ
ー
ト
ベ
ル
ト
着
用
の
徹
底

・
夜
間
事
故
の
防
止

・
自
転
車
の
通
行
マ
ナ
ー
の
向
上

秋
の
全
国
交
通
安

”
反
射
材
着
け族

・
友
だ
ち
同
士
で
、
旅
行
に
出

か
け
る
機
会
も
多
く
な
り
、
交
通

事
故
の
発
生
が
心
配
さ
れ
ま
す
。

県
内
の
交
通
事
故
死
者
数
は
、

９
月
１
日
現
在
３
１
２
人
で
、
全

相
談
受
付
日
時
は
、

◎
毎
週
月
曜
日
か
ら
金
曜
日
（
祝

祭
日
、
年
末
年
始
は
除
き
ま
す
）

◎
午
前
９
時
か
ら
午
後
５
時

相
談
の
受
付
は

窓
口
で
相
談
を
受
け
ら
れ
な
い

場
合
な
ど
は
、
電
話
で
の
相
談
を

次
の
番
号
で
お
受
け
し
ま
す
。

◎
相
談
室
直
通
盆
（
顕
）
１
１
２
２

（
ｍ
月
１
日
か
ら
通
話
で
き
ま
す
）

◎
市
役
所
壷
（
妬
）
１
１
１
１
内
線

３
９
３
３
９
４
３
９
５

ケ
ー
ス
ワ
ー
カ
ー
な
ど
に
ご
相
嫉

く
だ
さ
い
。

不
明
な
場
合
は
福
祉
総
合
相
嫉

室
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

電
話
で
の
相
談
は

▼場所は市役所本庁舎1階

て
あ
な
た
を

こ
の
広
報
紙
は
再
生
紙
を
使
用
し
て
い
ま
す

斗 傭報公開
総合窓口

収入役室

一厘万
正面玄関

会
計
課

’
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市民ホール

雛

市民課

全
運
動

光
ら
せ
て
“

国
ワ
ー
ス
ト
２
位
と
不
名
誉
な
数

字
で
す
。
市
内
で
も
３
人
の
方
が

交
通
事
故
で
尊
い
命
を
失
っ
て
い

ま
す
。交

通
事
故
は
楽
し
い
幸
せ
な
家

庭
を
一
瞬
に
不
幸
に
し
て
し
ま
い

ま
す
。
皆
さ
ん
一
人
ひ
と
り
が
交

通
ル
ー
ル
を
守
り
、
ゆ
ず
り
合
い

の
縮
神
で
、
交
通
事
故
防
止
に
努

め
ま
し
ょ
う
。

▼
問
い
合
わ
せ
我
孫
子
警
察
署

壷
（
理
）
０
１
１
０

皆
さ
ん
が
お
住
ま
い
の
地
域
に

は
、
民
生
委
員
（
児
童
委
員
）
が

配
澁
さ
れ
、
生
活
に
困
っ
て
い
る

方
や
高
齢
者
・
児
童
・
身
体
に
障

害
を
持
つ
方
な
ど
で
、
問
題
を
抱

え
て
悩
ん
で
い
る
方
々
の
相
談
に

応
じ
て
い
ま
す
。

地
域
に
は
、
民
生
委
員
の
ほ
か

に
、
福
祉
の
身
近
な
相
談
者
と
し

て
、
身
体
障
害
者
相
談
頁
、
梢
神

薄
弱
者
相
談
員
、
母
子
福
祉
推
進

員
、
保
健
推
進
員
な
ど
が
お
り
ま

す
の
で
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

各
相
談
員
の
住
所
・
氏
名
な
ど

は
福
祉
総
合
相
談
室
へ
お
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。

▼
問
い
合
わ
せ
福
祉
総
合
相
談

室
壷
（
鋸
）
１
１
１
１

地
域
の
身
近
な

相
談
員 国保年金課

’
障害福祉課 高齢者福祉課

島 共存す人と か まる ち
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市
で
は
、
社
会
福
祉
事
業
基
金

を
有
効
に
活
用
し
、
市
民
と
一
体

と
な
っ
て
、
地
域
福
祉
を
推
進
す

る
た
め
、
「
社
会
福
祉
事
業
基
金

運
用
益
金
活
用
制
度
」
を
設
置
し

て
い
ま
す
。

こ
の
制
度
睦
社
会
福
祉
事
業

基
金
の
運
用
益
（
利
息
）
を
活
用

し
て
、
市
内
に
あ
る
福
祉
関
係
の

民
間
団
体
が
、
事
業
を
新
た
に
開

始
し
た
り
、
さ
ら
に
拡
張
す
る
と

き
な
ど
に
そ
の
事
業
の
〃
初
期

活
動
″
の
安
定
化
を
支
援
す
る
た

め
に
補
助
金
と
し
て
交
付
す
る

、
月
１
日
か
ら
「
我
孫
子
市
行

政
手
続
条
例
」
が
施
行
さ
れ
ま
す
。

市
で
は
、
市
民
の
皆
さ
ん
の
生

活
に
密
接
に
関
連
す
る
各
種
の
許

認
可
事
務
や
行
政
指
導
を
行
っ
て

い
ま
す
が
、
審
査
基
準
や
処
理
過

程
が
わ
か
ら
な
い
、
手
続
き
が
不

統
一
で
は
と
の
指
摘
が
あ
り
ま
し

た
。

今
回
施
行
の
「
行
政
手
続
条
例
」

は
、
市
の
条
例
や
規
則
に
基
づ
い

て
行
う
許
認
可
や
、
行
政
指
導
、
届

出
の
手
続
き
に
つ
い
て
、
基
本
的

:｢行政手続条例｣をl⑪月旧
華から施行します

Ｌ

な
ル
ー
ル
を
定
め
、
行
政
運
営
に

お
け
る
公
正
の
確
保
と
透
明
性
の

向
上
を
図
り
、
市
民
の
皆
さ
ん
の

権
利
利
益
を
保
談
す
る
こ
と
を
目

的
と
し
た
も
の
で
す
。

主
な
内
容
は
、
次
の
と
お
り
で

す
。

①
許
認
可
な
ど
の
審
査
基
準
・
処

理
期
間
の
設
定
と
公
表

市
が
行
う
許
認
可
な
ど
の
審
査

の
基
準
や
許
認
可
す
る
ま
で
の
標

準
的
な
処
理
期
間
を
定
め
、
市
民

の
皆
さ
ん
か
ら
要
望
が
あ
っ
た
と

き
は
、
そ
れ
を
お
見
せ
し
ま
す
。

ま
た
、
申
請
が
な
さ
れ
た
ら
直

ち
に
審
査
を
開
始
し
、
申
請
書
の

放
篭
や
処
理
の
遅
延
が
な
い
よ
う

に
し
ま
す
。
申
請
が
不
許
可
な
ど

の
場
合
に
は
、
そ
の
理
由
を
明
ら

か
に
し
ま
す
。

②
不
利
益
処
分
の
基
準
設
定
と
公

表
、
意
見
陳
述
の
保
障

許
認
可
な
ど
の
取
り
消
し
を
行

う
不
利
益
処
分
は
、
そ
の
基
準
を

定
め
、
要
望
が
あ
っ
た
と
き
は
、

そ
れ
を
お
見
せ
し
ま
す
。

ま
た
、
不
利
益
処
分
は
一
方
的

に
行
う
の
で
な
く
、
そ
の
理
由
を

明
示
す
る
と
と
も
に
特
別
な
場
合

を
除
き
、
当
事
者
の
意
見
を
聞
い

て
行
い
ま
す
。
こ
の
場
合
、
許
認

も
の
で
す
。

現
在
、
社
会
福
祉
事
業
基
金
は
、

市
民
の
皆
さ
ん
か
ら
寄
せ
ら
れ
た

寄
付
金
と
市
の
一
般
財
源
か
ら
の

糠
み
立
て
に
よ
り
、
４
億
３
５
０

０
万
円
と
な
り
、
今
年
度
は
そ
の

利
息
１
７
０
万
円
を
補
助
金
と
し

て
予
算
化
し
て
い
ま
す
。

な
お
、
補
助
期
間
は
原
則
と
し

て
３
年
間
、
補
助
額
は
事
前
に
提

出
し
て
い
た
だ
く
協
議
書
に
よ
り

審
査
の
う
え
、
予
算
の
範
囲
内
で

決
定
し
ま
す
。

▼
補
助
対
象
事
業

’

①
在
宅
福
祉
等
の
普
及
お
よ
び
向

上
に
関
す
る
事
業

②
健
康
づ
く
り
や
生
き
が
い
づ
く

り
の
推
進
に
関
す
る
事
業

③
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
の
活
発
化

に
関
す
る
事
業

▼
申
し
込
み
方
法
平
成
、
年
度

に
補
助
金
の
交
付
を
受
け
よ
う
と

す
る
団
体
は
、
事
前
協
議
書
（
市

厚
生
課
に
用
意
）
を
９
月
訓
日

（
火
）
ま
で
に
直
接
、
提
出
し
て
く

だ
さ
い
。

▼
提
出
先
。
問
い
合
わ
せ
厚
生

課
容
認
）
１
１
１
１
内
線
３
８
５

可
の
取
り
消
し
、
査
格
や
地
位
の

は
く
奪
な
ど
を
行
う
場
合
は
、
聴

聞
手
続
き
を
、
そ
れ
以
外
の
場
合

は
弁
明
手
続
き
を
行
い
ま
す
。

③
行
政
指
導
の
明
確
化

行
政
指
導
は
、
相
手
方
（
申
識

者
な
ど
）
の
理
解
と
協
力
を
得
て

行
い
、
行
政
指
導
に
従
わ
な
い
こ

と
を
理
由
と
し
て
、
不
利
益
な
取

り
扱
い
を
受
け
る
こ
と
は
あ
り
ま

せ
ん
。
ま
た
、
行
政
指
導
の
趣
旨

新
し
い
手
黄
大
橋
の
片
側
２
車

線
が
完
成
し
、
８
月
四
日
か
ら
下

り
（
沼
南
か
ら
我
孫
子
）
方
向
の

通
行
を
始
め
ま
し
た
が
、
、
月
１

日
か
ら
上
り
（
我
孫
子
か
ら
沼
南
）

…

“
１
日
か
庭
ワ
・

》
い
橋
懇
通
行

アン……

や
内
容
、
寅
任
者
を
明
確
に
し
て

行
い
ま
す
。

④
届
出
の
ル
ー
ル

記
載
事
項
や
必
要
書
類
が
添
付

さ
れ
て
い
る
こ
と
な
ど
届
出
の
形

式
上
の
要
件
を
満
た
し
て
い
る
場

合
は
、
提
出
先
の
事
務
所
に
到
潜

し
た
と
き
に
、
そ
の
届
出
の
手
続

き
は
完
了
し
ま
す
。

▼
問
い
合
わ
せ
行
政
改
革
推
進

室
云
（
理
１
１
１
１

方
向
も
新
し
い
橋
で
の
通
行
を
始

め
ま
す
。

な
お
、
橘
全
体
の
完
成
は
、
平

成
ｎ
年
度
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

▼交通切り替え概略図

婦 人ク

蒙簔します

ち
ょ
っ
と
し
た
不
注
意
や
過
ち

か
ら
、
貴
重
な
財
産
や
生
命
、
そ

し
て
家
族
の
思
い
出
ま
で
も
、
一

瞬
で
灰
に
し
て
し
ま
う
恐
ろ
し
い

住
宅
火
災
。
建
物
火
災
の
中
で
最

も
多
い
の
は
住
宅
火
災
で
す
。

生
活
の
場
と
し
て
火
を
使
う
機

会
が
多
い
こ
と
か
ら
当
然
の
結
果

と
い
え
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

し
か
し
、
住
宅
火
災
は
、
決
し

て
防
ぐ
こ
と
が
で
き
な
い
火
災
で

は
な
い
の
で
す
。

家
庭
を
預
か
る
主
婦
の
方
葱
に
、

ち
ょ
っ
と
し
た
火
災
予
防
に
関
す

る
知
識
と
震
火
災
に
な
っ
て
し
ま

っ
た
時
の
初
期
消
火
対
策
を
身
に

つ
け
て
い
た
だ
く
こ
と
に
よ
り
、

市
で
は
、
結
核
・
肺
が
ん
な
ど

の
呼
吸
器
系
疾
患
の
早
期
発
見
の

た
め
、
下
表
の
と
お
り
、
胸
部
Ｘ

線
検
査
を
実
施
し
ま
す
。

ま
た
、
如
歳
以
上
の
方
を
対
象

に
嘩
癖
検
査
も
行
い
ま
す
の
で
、

ぜ
ひ
こ
の
機
会
に
受
診
し
て
く
だ

皆
さ
ん
の
ご
協
力
を
お
願
い
し

ま
す
。

▼
問
い
合
わ
せ
県
束
葛
飾
土
木

事
務
所
柏
支
所
壷
（
型
１
６
０
４

結
核
お
よ
び
肺
が
ん
検
診
を
実
施

さ
い
。

▼
対
象
者
逓
歳
以
上
の
方
（
受

診
券
に
つ
い
て
は
、
平
成
８
年
度

中
に
受
診
さ
れ
た
方
、
平
成
９
年

４
月
１
日
現
在
で
四
歳
の
方
、
お

よ
び
転
入
者
に
送
付
し
て
い
ま
す
）

た
だ
し
、
受
診
券
が
な
く
て
も

受
診
で
き
ま
す
の
で
、
直
接
会
場

へ
お
こ
し
く
だ
さ
い
。

▼
受
付
時
間

◎
午
前
の
部
…
９
時
訓
分
か
ら
、

時
訓
分
◎
午
後
の
部
：
・
１
時
か

ら
３
時

多
く
の
火
災
を
防
止
す
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。

ま
た
、
火
災
に
な
っ
て
し
ま
っ

た
と
し
て
も
、
被
害
を
軽
く
す
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
こ
と
か
ら
、
次
の

事
項
を
目
的
と
し
た
婦
人
防
火
ク

ラ
ブ
の
ク
ラ
ブ
員
を
募
集
し
ま
す
。

①
家
庭
防
火
に
関
す
る
知
識
の
修

得
と
向
上

②
万
が
一
に
備
え
た
災
害
対
応
能

力
の
向
上

③
ク
ラ
ブ
活
動
を
通
じ
た
火
災
予

防
意
識
の
啓
発

▼
資
格
市
内
在
住
の
女
性

▼
募
集
人
員
若
干
名

▼
入
会
申
し
込
み
。
問
い
合
わ
せ

電
話
で
消
防
本
部
予
防
課
云
罰
）

０
１
１
９
へ

▼結核・肺がん検診日程

’

ザ

▼
注
意
事
項

肌
藩
は
ボ
タ
ン
類
の
な
い
も
の
、

上
潜
は
す
ぐ
に
脱
げ
る
も
の
を
蒲

用
し
、
ネ
ッ
ク
レ
ス
、
ブ
ラ
ジ
ャ

ー
、
磁
気
バ
ン
ソ
ウ
コ
ウ
等
は
き

け
て
く
だ
さ
い
。

▼
受
診
で
き
な
い
方

職
場
、
学
校
で
検
迩
を
受
け
た

方
、
受
け
ら
れ
る
方
、
病
院
で
治

療
中
の
方
、
妊
娠
中
や
そ
の
可
能

性
の
あ
る
方

▼
問
い
合
わ
せ
保
健
セ
ン
タ
ー

壷
（
碗
）
１
１
３
１

昨
年
度
ま
で
、
各
市
町
村
お
よ

び
一
部
下
水
道
事
務
組
合
で
実
施

し
て
い
た
下
水
道
排
水
設
備
工
率

責
任
技
術
者
試
験
を
、
今
年
度
か

ら
日
本
下
水
道
協
会
千
葉
県
支
部

の
主
催
で
県
下
統
一
し
て
実
施

さ
れ
ま
す
。

▼
試
験
日
。
会
場
平
成
加
年
２

月
翠
日
百
）
、
敬
愛
大
学
（
千
葉

市
稲
毛
区
穴
川
１
の
５
の
皿
）

▼
申
込
書
配
付
期
間
、
月
過
日

（
月
）
か
ら
型
日
（
金
）
（
土
・
日
を

除
く
）

▼
申
込
書
配
付
場
所
市
下
水
道

平
成
９
年
度
下
水
道
排
水
設
備
工
事

責
任
技
術
者
試
験
を
実
施

課
、
県
下
水
道
計
画
課
日
本
下

水
道
協
会
千
葉
県
支
部
事
務
局

▼
受
験
資
格
満
加
歳
以
上
で
、

次
の
各
号
の
一
つ
に
該
当
す
る
方

◎
高
等
学
校
の
土
木
工
学
科
ま
た

は
こ
れ
に
相
当
す
る
課
程
を
終
了

し
て
卒
業
し
た
方

◎
高
等
学
校
を
卒
業
し
た
方
で
排

水
設
備
工
事
等
の
１
年
以
上
の
実

務
経
験
を
有
す
る
方

◎
排
水
設
備
等
の
設
計
ま
た
は
施

工
に
関
し
、
２
年
以
上
の
実
務
経

験
を
有
す
る
方

◎
前
各
号
に
掲
げ
る
者
に
準
ず
る

手
賀
沼
親
水
広
場
で
は
、
「
大

人
の
環
境
教
室
」
を
開
催
し
ま
す
。

大 人の環境教室

講座生を募集します

こ
の
識
座
は
、
手
賀
沼
ウ
オ
ッ

チ
ン
グ
を
通
し
て
、
広
く
環
境
に

興
味
を
も
っ
て
も
ら
い
、
浄
化
意

識
を
高
め
よ
う
と
い
う
も
の
で
す
。

こ
の
機
会
に
ぜ
ひ
お
友
だ
ち
と

ご
参
加
く
だ
さ
い
。

▼
日
程
・
内
容
左
表
参
照

▼
時
間
い
ず
れ
も
午
後
１
時
か

ら
４
時

▼
場
所
手
賀
沼
親
水
広
場

▼
対
象
連
続
し
て
参
加
で
き
る

高
校
生
以
上
の
方

▼
定
員
先
着
仙
人

▼
参
加
費
無
料

▼
申
し
込
み
。
問
い
合
わ
せ
電

話
で
９
月
”
日
（
水
）
か
ら
手
賀
沼

親
水
広
場
盃
（
鯉
）
０
５
５
５
へ

ぐ
大
人
の
環
境
教
室
日
程
・
内
容

も
の
と
し
て
、
別
に
定
め
る
方

▼
受
験
申
し
込
み
受
付
日
程
ｎ

月
４
日
（
火
）
か
ら
６
日
（
木
）

▼
受
験
申
し
込
み
受
付
時
間

午
前
、
時
か
ら
午
後
４
時
訓
分

▼
手
数
料
試
験
：
．
７
０
０
０
円

講
習
：
．
３
０
０
０
円

▼
受
験
申
し
込
み
受
付
場
所
千

葉
市
役
所
８
階
（
千
葉
市
中
央
区
）

▼
問
い
合
わ
せ
市
役
所
下
水
道

課
套
（
鋸
）
１
１
１
１
、
日
本
下
水

道
協
会
千
葉
県
支
部
事
務
局
宇

莱
市
下
水
道
局
下
水
道
総
務
課
内
）

壷
０
４
３
（
２
４
５
）
５
４
０
４

：
票賀大橋
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国
臣
現在

10月1日から

日程

10月1日(水）

2日(木）

3日(金）

6日(月）

7日(火）

9日(木）

13日(月）

14日(火）

15日(水）

16日(木）

17日(金）

20日(月）

21日(火）

24日(金）

場所

湖北地区公民館

根戸近隣センター

布佐市民センター本館

我孫子第四小学校

下新木自治会集会所

中央公民館

市民会館

西消防署つくし野分署

天王台北近隣センター

並木小学校(並木門）

保健センター

保健センター

布佐南小学校

保健センター

日程

10月4日(土）

10月11日(土）

10月19日（日）

10月26日（日）

内容

手賀沼の自然I

手賀沼のプランクトン

手賀沼の水草

手賀沼の自然II
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「
決
勝
は
テ
レ
ビ
中
継
さ
れ
る

の
で
一
位
に
な
れ
ば
そ
の
瞬
間

が
テ
レ
ビ
に
映
る
と
思
っ
て
が
ん

ば
り
ま
し
た
」
と
、
く
っ
た
く
の

な
い
我
孫
子
中
学
校
２
年
生
の
宮

田
亜
也
子
さ
ん
。
念
願
か
な
っ
て

第
諏
回
全
国
中
学
校
選
抜
水
泳
競

技
大
会
の
女
子
１
０
０
メ
ー
ト
ル

自
由
形
で
日
本
一
に
輝
い
た
。

８
月
霊
貝
香
川
県
立
総
合
水

泳
プ
ー
ル
で
行
わ
れ
た
同
種
目
に

は
、
全
国
か
ら
標
準
記
録
（
１
分

ｍ
秒
）
を
突
破
し
た
強
豪
”
人
が

出
場
し
、
予
選
を
通
過
し
た
８
人

が
決
勝
に
進
出
し
た
。

「
ス
タ
ー
ト
は
出
遅
れ
て
し
ま

い
ま
し
た
趣
折
り
返
し
タ
ー
ン

で
優
勝
候
補
の
選
手
に
追
い
付
い

た
の
で
、
絶
対
に
負
け
な
い
ぞ
、

主
婦
が
副
業
に
と
申
し
込
ん
だ

仕
事
で
逆
に
お
金
を
払
わ
さ
れ
た

り
、
問
い
合
わ
せ
先
に
国
際
電
話

を
利
用
し
た
「
内
職
商
法
」
の
被

害
が
増
え
て
い
ま
す
。

今
回
は
、
内
職
商
法
の
手
口
に

つ
い
て
紹
介
し
ま
す
。

◎
事
例
１

雑
誌
の
広
告
を
見
て
問
い
合
わ

(悪徳商法直

消費生活センターを

ご利用ください

徳商法にE臣
"．

腿
中
学
女
子
１
０
０
Ⅲ
自
由
形
で
日
本
一

せ
た
と
こ
ろ
、
チ
ラ
シ
を
配
布
す

る
内
峨
で
、
化
粧
品
や
ブ
ラ
ン
ド

品
等
の
注
文
が
あ
っ
た
分
、
売
り

上
げ
高
に
応
じ
て
現
金
が
振
り
込

ま
れ
る
と
の
こ
と
で
し
た
。
チ
ラ

シ
代
な
ど
釦
万
円
と
商
額
な
代
金

が
必
要
で
し
た
が
、
収
益
金
で
賄

え
る
と
い
う
の
で
ク
レ
ジ
ッ
ト
を

利
用
し
て
契
約
を
し
ま
し
た
。
と

こ
ろ
が
注
文
の
有
無
も
分
か
ら
ず
、

収
益
金
も
払
い
込
ま
れ
ま
せ
ん
。

○
注
意
点
＊
後
で
収
入
が
得
ら

れ
て
前
払
い
し
た
分
は
取
り
戻
せ

る
な
ど
と
言
う
セ
ー
ル
ス
ト
ー
ク

に
の
っ
て
、
多
額
の
前
払
い
金
を

払
う
の
は
危
険
で
す
。

＊
ク
ー
リ
ン
グ
オ
フ
（
無
条
件
解

約
）
制
度
は
、
適
用
さ
れ
な
い
場

合
が
ほ
と
ん
ど
な
の
で
、
契
約
を

す
る
時
は
、
契
約
書
を
よ
く
読
み
、

契
約
条
件
を
確
認
し
ま
し
ょ
う
。

◎
事
例
２

「
自
宅
ア
ル
バ
イ
ト
募
集
」
の

広
告
を
見
て
、
記
載
さ
れ
た
電
話

と
が
ん
ば
り
ま
し
た
」
。
そ
の
結

果
弱
秒
妬
と
い
う
自
己
ベ
ス
ト
で

優
勝
。
こ
の
記
録
は
、
日
本
水
泳

連
盟
が
認
定
す
る
「
ナ
シ
ョ
ナ
ル

強
化
選
手
」
の
標
準
記
録
（
弱
秒

韮
を
突
破
し
た
。
「
一
度
に
二

つ
の
目
標
を
達
成
で
き
て
最
高
に

う
れ
し
か
っ
た
で
す
」
と
、
満
面

に
笑
み
を
浮
か
べ
る
。

番
号
に
か
け
た
と
こ
ろ
、
か
け
た

覚
え
の
な
い
国
際
砿
話
料
金
を
請

求
さ
れ
、
は
じ
め
て
国
際
砿
話
で

あ
っ
た
こ
と
が
判
明
。
高
額
の
砺

話
料
金
を
支
払
う
こ
と
に
な
り
ま

し
た
。

○
注
意
点
＊
問
い
合
わ
せ
先
の

電
話
番
号
が
０
０
１
，
０
０
４
１

０
０
６
１
で
始
ま
る
も
の
は
国
際

電
話
で
あ
り
、
利
用
し
た
場
合
に

は
国
際
電
話
料
金
が
か
か
る
の
で

気
を
つ
け
ま
し
ょ
う
。

皆
さ
ん
、
悪
徳
商
法
に
は
十
分

に
注
意
し
、
万
一
、
こ
の
よ
う
な

被
害
で
お
困
り
の
際
は
、
消
費
生

活
セ
ン
タ
ー
へ
、
お
気
軽
に
ご
相

談
く
だ
さ
い
。

◎
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
（
市
民
会

館
脇
）

▼
相
談
日
時
毎
週
月
峨
か
ら
金

蝿
日
午
前
、
時
か
ら
正
午
、
午
後

１
時
か
ら
３
時

▼
問
い
合
わ
せ
同
セ
ン
タ
ー
壷

（
錨
）
０
９
９
９

水
泳
を
始
め
た
の
は
５
歳
の
時
。

お
風
呂
で
水
し
ぶ
き
を
あ
げ
て
遊

ぶ
亜
也
子
さ
ん
を
見
て
、
両
親
が

ス
イ
ミ
ン
グ
ス
ク
ー
ル
に
通
わ
せ

た
。
は
じ
め
は
中
耳
炎
な
ど
に
悩

ま
さ
れ
、
み
ん
な
に
遅
れ
を
と
っ

た
が
、
そ
の
後
ぐ
ん
ぐ
ん
上
達
し
、

小
学
校
２
年
生
ま
で
に
背
泳
ぎ
、

ク
ロ
ー
ル
、
平
泳
ぎ
、
バ
タ
フ
ラ

第37回全国中学校選抜水泳競技
大会女子100m自由形で優勝
みやたあやこ

宮田亜也子さん
(下ヶ戸）

イ
を
マ
ス
タ
ー
し
、
選
手
コ
ー

ス
に
進
級
。
４
年
生
頃
か
ら
は
、

全
国
規
模
の
大
会
に
出
場
す
る

よ
う
に
な
っ
た
。
中
学
校
で
は

水
泳
部
に
所
属
し
、
ス
イ
ミ
ン

グ
ス
ク
ー
ル
と
二
本
立
て
の
練

習
に
励
み
、
１
日
５
０
０
０
メ

ー
ト
ル
以
上
泳
ぐ
こ
と
も
あ
る
。

「
小
学
生
の
頃
、
飛
び
込
み

に
失
敗
し
て
ム
チ
打
ち
症
に
な

っ
た
時
に
は
、
水
泳
を
や
め
た

い
と
思
っ
た
。
で
も
大
会
に
出

場
し
た
楽
し
さ
が
忘
れ
ら
れ
ず
、

考
え
直
し
た
ん
で
す
。
今
後
は

ナ
シ
ョ
ナ
ル
強
化
選
手
研
修
合

宿
に
参
加
で
き
る
よ
う
練
習
を

重
ね
、
１
日
も
早
く
海
外
遠
征

に
出
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
た
い
」

と
胸
を
膨
ら
ま
せ
る
。

◎
環
境
活
動
の
見
本
市
「
エ
コ
メ

ツ
セ
ち
ぱ
１
９
９
７
」

▼
日
時
、
月
４
日
（
土
）
か
ら
四

日
（
且
午
前
、
時
か
ら
午
後
４
時

”
分
（
入
場
無
料
・
申
込
不
要
）

▼
場
所
千
葉
市
幕
張
新
都
心
地

区
（
幕
張
海
浜
公
園
ほ
か
）

▼
内
容
子
ど
も
環
境
会
議
、
エ

コ
バ
ザ
ー
ル
、
緑
の
コ
ー
ナ
ー
他

◎
環
境
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
ｗ
千
葉
会ノ

子
ど
も
の
本
に
つ
い
て
の
基
本

的
な
考
え
方
や
、
子
ど
も
た
ち
に

読
書
の
楽
し
み
を
知
っ
て
も
ら
う

た
め
に
親
は
ど
ん
な
こ
と
が
で
き

る
か
な
ど
に
つ
い
て
、
実
習
を
交

え
て
学
び
ま
す
。

ぜ
ひ
、
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

環
境
活
動
の
見
本
市

図
書
館
読
書
講
座

「
子
ど
も
の
楽
し
む
絵
本
」

、

◎
白
山
中
学
校
が
、
全
国
陸
上
競

技
大
会
男
子
４
×
２
０
０
ｍ
リ
レ

ー
で
第
３
位

８
月
翠
日
（
金
）
か
ら
型
日
（
旦

ま
で
、
高
知
県
春
野
町
で
開
催
さ

れ
た
、
第
型
回
全
日
本
中
学
校
陸

上
競
技
選
手
権
大
会
男
子
４
×
２

０
０
ｍ
リ
レ
ー
で
白
山
中
学
校

こ
う
へ
い

く
鈴
木
将
弘
く
ん
・
渡
遜
航
平
く

こ
む
つ
・
た

し
ん
ど

ん
・
渡
遜
紘
太
く
ん
・
山
田
晋
吾

く
ん
）
が
１
分
型
秒
副
の
好
成
績

で
見
事
第
３
位
に
入
愛
し
ま
し
た
。

▼
日
程
・
内
容
扣
月
柘
日
（
水
）

：
・
子
ど
も
の
絵
本
に
つ
い
て
（
識

義
）
、
加
月
璽
日
（
水
）
・
調
日

（
水
）
。
：
読
み
聞
か
せ
な
ど
の
実
習

▼
場
所
市
民
会
館

▼
時
間
い
ず
れ
も
午
前
、
時
か

ら
正
午
ま
で

謹
「
広
げ
よ
う
さ
ま
ざ
ま
な
人
と

の
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
」

▼
日
時
・
場
所
、
月
過
日
（
土
）

午
前
、
時
か
ら
午
後
４
時
釦
分
、

シ
ャ
ー
プ
幕
張
ビ
ル
（
入
場
無
料
）

▼
講
師
村
上
千
里
（
環
境
パ
ー

ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
オ
フ
ィ
ろ
ほ
か

▼
定
員
先
着
３
５
０
人

市
内
中
学
生
が
雛
躯
大
会
で
大
活
躍

産

甑
空

I；

百m麺班

◎
我
孫
子
中
学
校
が
、
全
国
水
泳

競
技
大
会
女
子
４
０
０
ｍ
リ
レ
ー

で
第
７
位

８
月
型
日
（
木
）
か
ら
配
日
（
土
）

ま
で
、
香
川
県
高
松
市
で
開
催
き

れ
た
、
第
諏
回
全
国
中
学
校
選
抜

水
泳
競
技
大
会
女
子
４
０
０
ｍ
リ

レ
ー
で
、
我
孫
子
中
学
校
（
佐
藤

亜
紀
子
さ
ん
、
宮
田
亜
也
子
さ
ん
、

う
か
わ
の
ぞ
み

渡
辺
ゆ
か
り
さ
ん
、
宇
川
希
さ
ん
）

が
４
分
廻
秒
配
の
好
タ
イ
ム
で
第

７
位
に
入
愛
し
ま
し
た
。

▼
申
し
込
み
ハ
ガ
キ
ま
た
は
う

じ

ア
ク
ス
で
９
月
溺
日
（
木
）
ま
で
に

〒
２
６
０
二
葉
市
中
央
区
中
央
４

の
皿
の
返
金
剛
ビ
ル
５
０
２
（
財
）

県
環
境
財
団
フ
ァ
ク
ス
０
４
３

（
２
２
４
）
２
５
２
２
へ

園
問
い
合
わ
せ
同
実
行
委
員
会

垂
０
４
３
（
２
２
４
）
２
６
９
１

▼
講
師
竹
中
職
子
さ
ん
・
根
岸

貴
子
さ
ん
（
子
ど
も
の
本
研
究
所
）

▼
対
象
。
定
員
３
日
間
と
も
参

加
で
き
る
方
、
先
着
知
人

※
保
育
あ
り
（
３
歳
以
上
で
、
人

ま
で
、
予
約
が
必
要
で
す
）

▼
参
加
費
無
料

▼
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
電

話
で
、
９
月
面
日
（
水
）
か
ら
市
民

図
書
館
子
ど
も
室
云
函
）
１
１
１

〈
Ｕ
へ

を
開
催我……我孫霊 …

◎
湖
北
中
学
校
野
球
部
が
、
関
東

軟
式
野
球
大
会
で
第
４
位

８
月
８
日
（
金
）
か
ら
、
日
（
旦

ま
で
、
第
翠
回
関
東
中
学
校
軟
式

野
球
大
会
が
、
神
奈
川
県
立
保
土

ケ
谷
球
場
ほ
か
で
開
催
さ
れ
、
湖

北
中
学
校
が
出
場
し
ま
し
た
。

同
校
住
市
内
中
学
校
野
球
部

と
し
て
初
め
て
県
大
会
に
優
勝
し
、

関
東
大
会
に
進
出
。
１
回
戦
・
２

回
戦
を
見
事
に
勝
ち
抜
き
、
４
位

に
入
愛
し
ま
し
た
。

４２

八
月
の
初
旬
に
「
子
の
神
大
里

夫
」
の
近
く
を
通
り
か
か
る
と
、

ｂ

卜

■

ｒ

乃

ｂ

ｂ

ｂ

８

ｑ

０

Ｉ

Ｎ

５

ｑ

Ｇ

ｑ

月

日

Ⅱ

日

日

Ⅱ

９

０

■

■

日

１

１

刃

０

１

０

４

Ⅱ

１

１

４

１

１

ｑ

‐

‐

ｌ

Ｉ

ｌ

１

ｄ

０

４

１

１

４

１

１

１

１

Ｉ

１

Ｉ

Ｉ

Ｉ

１

１

１
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台
地
の
裾
か
ら
水
が
し
み
出
る
場

所
に
、
白
い
小
花
を
沢
山
つ
け
た

セ
リ
が
あ
り
ま
し
た
。

「
セ
リ
、
ナ
ズ
ナ
、
ゴ
ギ
ョ
ウ
、

ハ
コ
ベ
ラ
、
ホ
ト
ケ
ノ
ザ
、
ス
ズ

ナ
、
ス
ズ
シ
ロ
」
と
い
え
ば
「
春

の
七
草
」
で
す
が
、
セ
リ
は
そ
の

筆
頭
に
あ
げ
ら
れ
て
い
ま
す
。

セ
リ
は
多
年
草
で
、
秋
に
な
る

Ｆ
Ｉ
ｑ
恥７

月
哩
日
王
）
、
布
佐
気
象
送

信
所
近
く
の
国
道
３
５
６
号
沿
い

で
、
布
佐
台
野
菜
組
合
７
人
が
市

農
協
布
佐
支
所
の
協
力
で
、
農
産

物
直
売
所
を
オ
ー
プ
ン
し
ま
し
た
。

「
地
元
布
佐
産
の
新
鮮
な
野
菜

地元産の新鮮な農産物が好評

三布佐台野菜組合7人
布

臺が直売所をｵーブン

リセ

(せり ）科

ノ

ふ
し

と
地
下
茎
の
節
か
ら
新
芽
を
出

し
ま
す
。
独
特
の
香
り
と
風
味

が
あ
る
の
で
冬
か
ら
春
に
か
け

て
若
葉
が
摘
ま
れ
、
食
卓
を
飾

り
ま
す
。

新
苗
の
沢
山
出
て
い
る
有
様

せ

は
、
「
競
り
」
合
っ
て
い
る
よ

う
に
見
え
る
の
で
、
セ
リ
の
名

が
付
い
た
と
い
わ
れ
ま
す
。
夏

に
な
る
と
葉
は
大
き
く
成
長
し
、

白
い
淋
し
げ
な
花
を
付
け
ま
す
。

「
橘
の
影
う
つ
れ
る
河
の

州
に
咲
け
る
せ
り
の
小
花
の

白
の
か
な
し
さ
」

（
木
下
利
玄
）

セ
リ
は
キ
ア
ゲ
ハ
と
い
う
蝶

の
食
草
で
す
。
き
れ
い
な
色
模

様
の
幼
虫
が
、
葉
を
食
べ
て
い

る
姿
を
よ
く
見
か
け
ま
す
。

（
文
・
写
真
佐
久
間
俊
行
）

、

を
、
安
く
提
供
し
た
い
と
始
め
ま

し
た
」
と
代
表
の
斉
藤
博
さ
ん
。

毎
週
土
曜
日
、
畑
か
ら
野
菜
を

朝
ど
り
し
て
袋
詰
め
、
そ
の
ま
ま

直
売
所
へ
。
軌
道
に
の
る
ま
で
は

と
、
組
合
員
全
員
、
夫
婦
で
陳
列

か
ら
販
売
ま
で
行
っ
て
い
る
。

王
副
加
時
の
開
店
を
待
た
ず
に
、

お
客
さ
ん
が
品
定
め
を
し
て
い
る

盛
況
さ
で
、
開
店
し
て
か
ら
数
時

間
で
完
売
す
る
時
も
…
。

市
内
各
地
か
ら
評
判
を
聞
き
つ

け
て
訪
れ
た
買
い
物
客
か
ら
は
、

「
新
鮮
で
、
お
い
し
ど
と
好
評
。

ナ
ス
や
サ
ツ
マ
イ
モ
な
ど
季
節
の

野
菜
を
中
心
に
、
梨
、
ブ
ド
ウ
、

生
花
、
お
米
、
つ
け
も
の
な
ど
釦

種
類
以
上
と
品
数
も
豊
富
。

「
９
月
加
日
に
は
、
新
米
フ
ェ

ア
ー
と
し
て
先
着
３
０
０
人
に
お

米
を
プ
レ
ゼ
ン
ト
し
ま
す
。
私
た

ち
が
丹
糖
こ
め
て
育
て
た
農
産
物

を
、
喜
ん
で
く
れ
る
お
客
さ
ん
が

い
る
限
り
、
直
売
所
を
続
け
た
ど

と
語
っ
て
い
ま
し
た
。

▼
問
い
合
わ
せ
布
佐
台
野
菜
組

合
斉
藤
電
（
聖
２
０
５
２

１
１
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お おいちさと

大井千聖ちゃん
（柴崎台｡1歳4カ月） 社会福祉協議会では、在宅福祉

事業の充実のだめ、即売バザーを

行います。ぜひご来場ください。

少曰時9月28日(日)午前10時

し場所寿市民センター

し問い合わせ社会福祉協議会壷

(84)1539

す
こ
や
か
ち
や
ん

I

’
し申し込み・問い合わせハガキ世日時・場所9月26日(金)午後商工会婦人部

市民親睦ゲートボール大会
ふ叩鈩心

Iこ住所、氏名、電話番号を明記し、1時30分、水道局4階会議室

伝曰時10月24日(金)午前g時

（雨天の場合は29日に延期）

し場所つつじ荘隣り市ゲートボ

ール場（参加費無料）

少チーム編成1チーム7人（監

督を含む）

し参加資格市内在住者

少申し込み・問い合わせハガキ

にチーム名、代表者の住所､氏名、

電話番号を明記し、9月30日（火）

までに寿1の13の27市商工会毎

(82)3131へ

臼回国｡’ 10月1日は法の日です。干葉地

世曰時9月22日(月)午前10時か

ら11時30分（参加費無料）

し場所身体障害者福祉センター

傷内容長岡恵理（手づくりおも

ちゃ著者）の講演とおもちゃ作り

し対象・定員子どもたちの発達

に心配をお持ちの家族、先着30人

し申し込み・問い合わせ電話で

簡易マザーズホームひまわり園容

(88)0472へ

方・家庭裁判所松戸支部では、こ

傍日時・場所10月11日、11月8

日いずれも第2土曜日午前9時30

分から正午、湖北地区公民館

腰対象・定員小学生以上で2回

とも参加できる方（低学年は親子

で参加のこと）、先着20人

し参加費900円（材料費含む）

歩持参8号2本棒針（玉付きの

もの）、はさみ、筆記用具

伝申し込み・問い合わせ9月17

日(水)から電話で湖北地区公民館

窓(88)4433へ

’ ’ガキに講座名、住所、氏名、年齢、松戸支部（松戸駅東口下車）
電話番号、返信用に自分の宛名を※相談は先着順に受け付けます

古代石碑の複製を展示し、碑文

研究の成果|こついて紹介します。

修展示期間9月30日(火)から11

月24日(体)まで（月曜日は休館、

ただし月曜が休日の時は翌日休館）

し開館時間午前9時30分から午

後4時30分(入館は午後4時まで）

し場所園行歴史民俗博物館(J

R佐倉駅からバスで約15分）

伝入館料大人420円、高校･大学

生250円、小・中学生110円

し問い合わせ園立席申民俗博物

館壷043(486)0123

伝曰時9月20日(土)午前11時30

分から午後3時50分（入場無料）

惨内容バザー、遊びコーナー等

し場所・問い合わせ我孫子養護

学校（新木）念(87)0831

園 回国国
1 ’

腰日時・場所9月20日(土)午前

9時30分から正午、つばめ共同保

し日時・場所10月19日(日)午前

8時30分受け付け、市民体育館

陰種目男女シングルス、男女ダ

ブルス1．2部、混合ダブルス

※男女ダブルス2部は、初心者、

40歳以上の男子、または家庭婦人

シ参加責格中学生以上の市内在

住・在勤・在学者（1人2種目以

内、39歳以下の男子がダブルス、

混合ダブルスを兼ねることは不可）

侯参加費1人1種目300円（中

学生は100円）

し申し込み・問い合わせハガキ

に種目、住所、氏名、年齢、性別、

電話番号を明記し（ダブルスは両

名分を明記）、10月3日（金・必

着）までに新木野4の24の27川喜

田靖彦査(88)9274へ

育園（中峠）

|I ’
修曰時・場所10月4日(土)午後

1時30分から4時、さわやかちば

県民プラザ（参加費無料）

し内容おこと、三味線、尺八演

奏家|こよるおしゃべり、三曲演奏

し定員475人（応募者多数の場

合は抽選）

伝申し込み・問い合わせ往復ハ

ガキに住所、氏名、電話番号、国

際音楽の日フェスティバル希望と

明記し、9月25日(木)まで|こ〒27

7柏市柏の葉4の3の1さわやか

ちば県民ブラザ壷(40)8615へ

国 ｡回国
’11
30日(火)午前9時から午後5時ま

でに消防本部予防課壷(81)7702へ

似曰時10月12日、19日、26日の

いずれも日曜日午後2時から4時

惨場所中央公民館

し内容8ミリビデオの操作から

撮影、編集まで

惨対象・定員ビデオカメラを用

意できる方、15人（応募者多数の

場合は抽選）

し参加費1000円

し申し込み・問い合わせハガキ

に住所、氏名、電話番号を明記し、

9月26日（金・消印有効）までに

我孫子新田34中央公民館毎(82)05

15へ

画法律相談＝市民相談室9:30～15:30(予約制）

画9月19日分税務相談予約受付日(電話で8:30から）

画市民会館・市民図塞館・鳥の博物館休館

鯛
函
９
月
溺
翻

‘室つつじ荘・西部福祉センター休館

画･鳥の博物館休館｜

’

I| ’
屡日時9月28日(日)午前g時我

湖水路広場集合（雨天決行）

し参加費無料

い問い合わせ古利根の自然を守
つあ二

る会土子云(87)2341

〃市民プラザ休館

陰日時・場所9月21日(巳)午前

9時開会、市民体育館

し参加黄格市内在住・在勤・在

学者

陵参加費小・中学生100円、高

｜校生以上釦0円

|醗季島圃鰹苣鰻
号、段位を明記し、9月19日(金・

必着）までに中峠1304星野栄壷

（88)1971へ

壷税務相談＝市民相談室10:00～15:00(予約制）

｡

”市役所閉庁(一部の施調ま除く）

〃休日救急歯科診擬日=休日叙烏噛科診霞所(市民裁冒内)9:00~11:30

’ ’
少曰時10月7日から28日までの

毎週火曜日午後6時10分から9時

修場所市民プラザ

レ定員先着20人

公会費3000円(テキスト代含む）

し申し込み・問い合わせ電話で

〃結婚相談＝社会福祉協議会10:00～14:00

堀口盃(84)0245へ 成10年3月31日(火)まで

伝申し込み・問い合わせ履歴書
I

縁日時10月1日(水)から3日 (写真貼付）に必要事項を明記し、

(金)午前10時から午後4時倭日時・場所10月5日(日)午前9月25日（木・必着）までに中峠

伝場所我孫子郵便局コミュニテ8時30分、柴崎台中央公園（荒天2264クリーンセンター壷(87)0015

イルーム（入場無料）中止）へ郵送または持参

陰問い合わせ小林a(82)9840修持参軍手、ゴミ袋、清掃用具

シ問い合わせ辻永壷(85)8310

世曰時月2回、月曜日まだは金 澱
伝曰時9月26日(金)午前10時か 曜日午後3時から6時

ら午後3時腰日時・場所9月19日(金)午前少場所湖北台西小地域交流教室

蕊
伝場所市民会館10時から正午、柏市教育福祉会館し内容中学校程度の英語

の0）二

惨参加費500円（昼食侍参）少講師茂呂記子（東京家庭教育し対象小学校5年生以上

※お子さんは、幼児教育部でお預研究所）惨会費月額1000円（教材費とし

かりします。シ参加費無料(託児もあります）て別途1400円が必要）

い問い合わせ（財)野村生涯教育伝問い合わせ明るい社会づくり歩申し込み・問い合わせ電話で

センター盃03(3320)1861事務局念(34)7271宮本壷(84)1830へ

社会福祉協議会
第22回r即売バザー」 庭木の手入れ講座受講者 9月30日(火)は、下水道事

業受益者負担金第2期分の納

付期限です。

忘れずに納めましょう。

下水道課恐(85)1111内線546

定例教育委員会

10月1日は「法の日J
無料法律相談を行います「手づくりおもちゃ」で

あそびを楽しく 生涯スポーツリーダー教室
参 加者おちやめな帽子を編もう

(学校週5日制関連行事）

国立歴塵民俗博物館企圃屠
｢古代の碑･石に刻まれたﾒｯｾー ジ」

我孫子養護学校祭
rはばだけ未来へ」

ﾌ'約共同保育副開保育

市民バドミントン大会
甲種防火管理者講習会

うたとおしゃべり
＝おことをひいて＝

ﾃﾚﾎﾝｻー ビｽ
(日IWK当番医・1週間の行葱l界）

盆(85)1313

量加書8ﾐﾘ馴纏入門編」 ﾃﾚﾎﾝガｲﾄ゙ 冠(85)50肌

ﾌｧｸｽガｲド 団(冊訓INIⅢI

1⑰火

17水

18木

19金

20土

Z1e

22月

Z3⑭

24水

25木

2⑰金

27土

Z8⑧

29月

30火

画心配ごと相談＝布佐市民センター本館9:00～15:00

〃地域リハビリ教室＝保健センター13:30～15:00

〃市民会館・市民図書館・馬の博物館休館
”つつじ荘・西部福祉センター休館

”休日当番医＝テレホンサービス
〃休日淵慮歯科診霞日=休日救急歯科諏新(市民会館内)9:冊~11:30
”市民図書館休館(本館は除く）
”つつじ荘・西部福祉センター休館

画9月30日･10月2日分法律相談予約受付日(電話で8:30から
画地域リハビリ教室＝西部福祉センター10:30～12:00
画鳥の博物館休館

童人権相談＝厚生課10:00～15:00

”行政相談＝市民相談室10:00～12:00
画水道料金納入期限＝口座振替日

〃市役所閉庁(－部の施設は除く）

”白曜当番医＝テレホンサービス

〃休日叙急歯科診溌日=休日救急歯科診繍所(市民会館内)9:00~11:30

壷心配ごと相談＝社会福祉協識会9:00～15:00
画市民会館・市民図書館・脇の博物館休館
画市民体育館・つつじ荘・西部福祉センター休館

－法律相談＝市民相談室9:30～15:30(予約制）

画･国民年金保険料払込期限＝口座振替日
〃国民健康保険税第4期納期限
壷つつじ荘・西部福祉センター休館

'古利根ウォッチング
r周辺緑地探検とササ刈り」

市民柔道大会

話し方講座r理論と実践」

臨時技能員

我男
色綴
K子墨絵同好会
浸･チャリティー即売会

総台ｸﾘー ﾝｷｬﾝー ﾝ

英語クラブ会員
野村生涯教育勉強会r理想と
現実のギｬｯブをどう思いますか」 家庭教育勉強会「意欲的な

子どもを育てる親のあり方」


